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長崎方言におけるタイとバイの意味論的差違







































62%か ら87%の学習者が方言学習を希望 している2)｡ このように日本語学習者
のなかには何 らかの形で方言学習を希望する者が少な くないのであるが､実
際に方言教育が実施されているかというと､そのような話はほとんど開かな



























限として指導 した｡ 教え方としては､方言の中でも応用範囲が広 く､使用頻












6) シャイ (/ナイーヴ)な人｡ - *シャイ (/ナイーヴ)カ人｡
次に下の7)､8)のように､格助詞ヲの位置にバが来ることを数えた｡これ
も非常に使用頻度が高く､ほほ例外がない｡言 うまで もないことであるが､




















































存であり､長崎方言､九州方言では ｢nu｣の ｢u｣が落ちて､｢帰らん (帰ら
ない)｣｢行かん (行かない)｣｢せん (しない)｣｢食べん (食べない)｣のよう
な形で額用 されていることを数える｡ また､｢-なければならない｣ という表
現が出れば､長崎方言では ｢～んばならん｣さらに､｢～んば｣とな り､｢話
さんば (話さなければならない)｣｢勉強せんば (勉強 しなければならない)｣
｢日曜 日はアルバイ トに行かんば (日曜 日はアルバイ トに行かなければならな
い)｣のように使用されているといったことを教える方法である｡
この教え方も概ね好評で､説明のあ とでその事項に関連する質問や､他の
長崎方言 に関する質問 も少なか らず出され､学習者の方言 に対する関心の深
さが窺われた｡ なかには面白がって自分で もこのような表現 を口にする者 も
いた｡ 学習者が方言に興味を持ち､しか も体系的に教 えられるほどの時間の
ゆとりががない場合､これは有効な方言教育の方法と考えられる｡
学習者か らの要望がな くても､初級後半以上のクラスで筆者はこのような






教え､頓挫 した経験 もある｡ これは ｢日本語能力試験｣の1級ないし2級取
得者4)とそれと同等の日本語能力を有する学生を対象とした上級者のクラス
でのこと'であった｡ 学習者の方言学習に対する要望がこれまで以上に強 く､
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ら派生する状態を表わすのにも使用 される｡ただ し､共通語において､｢結果
としての状態｣の表現として､他動詞+テアル (例 :窓が開けテアル｡)に対
比される ｢自動詞+テイル (例 :窓が開いテイル｡)｣のほうはヨルで表わす









2)の ｢ケーキば食べ トル｣における トルは生 じた事態の結果に気づいた
ときに使用される｡ これも促音便化されて トッとな り､促音便が文末でも生
じることはヨルの場合 と同 じである｡ 過去形は トッタ､否定形は トラン､否







ときに､ 8)は雨がふった もの と思 っていたのにそうではない と分かったと
きに使用される｡
ただ し､ 1)の ｢食べ ヨル｣はトルに置 き換えて､｢食べ トル｣としても意
味は変わらない｡すなわち､ トルはヨルに代わって進行相も表わすことがで


































タイ/バイ｡｣ となる｡ 一方､丁寧形現在は ｢あれは船ですタイ/バイ｡｣と
なる｡ 過去形は ｢船だったタイ/バイ｡｣｢船でしたタイ/バイ｡｣である｡
ここに長崎のわらべ唄がある｡




｢あっか｣は ｢赤い｣､｢おらんだ さん｣は ｢オランダさん｣､｢もろた｣は
｢もらった｣でう音便化 して ｢もろうた｣ さらに ｢もろた｣ となったものであ
る｡｢かなきん｣は入江一郎 (1987)によると､ポル トガル語からの外来語で､
その意味は次のように説明されている｡｢金巾 (かな きん)は堅 く撚 (よ)っ
た綿糸で 目を細か く薄地に織った綿織物のこと｡印度綿の一種で､江戸時代




この ように置 き換 えて も文法的には何も不都合が生じない｡また､意味の





タイとバ イが文学作品に登場した例 もある｡遠藤周作著 r沈黙Jに以下の















くらく､ 3世紀半 も前の長崎方言についてはほとんど知識がない｡ しかし､
この作品中の方言は現在の もの と考えてよく､これを現在の長崎 とその周辺
の方言に照らして見ると､多少不自然に感じられる箇所もある｡例えば､上
に引用した番人の青葉の ｢食べなっせ｣は熊本地方では使われていても長崎




感 を覚えるときもある｡ しかし､この作品中の方言の用法は全般 に巧みで､
長崎 とその周辺の土着の人々の雰囲気が非常によく醸 し出され､方言使用 に
より作品に厚みが増しているような印象を受ける6)0
遠藤氏の小説 r沈黙Jから引用 した上記 1)､2)､3)のタイとバイは現
代の長崎方言 として正用法である｡ ここで､いずれのタイとバイを置き換え



















い｡｢バイ｣は話 し手の心情 ･意図 ･判断の､一方的な訴 えかけを基本とす









は ｢そうだよ (です よ)｡｣などの ｢くだ>よ (<です>よ)｣気分 をあらわ
しがちのもの)○九州では､肥筑地方にこれが よく行われている｡























タイとバ イはほとんどの場合置 き換えて もさほど大きな意味の違いが現れ
ない｡ しか し､前述 したように置 き換 えができない場合､あるいは､置き換






1)ヨカデス タイ｡ ヨソジヤナカッケンナ一 ｡(<ここへ泊っても>
いいです よ｡よそではないんだからね｡老女-藤原｡ ここは､私が宿
泊した宿屋さんの主人の母 ごの家である｡) (藤原)
上の例文でタイはバイに置 き換 え可能である｡ ただ し､この状況でバイを
使うと宿泊を許可する感じが出る｡ この文脈で使用されたタイには ｢いい じ
やないですか｣と宿泊を勧める感情が含まれているが､ここでバイを使用す
るとそのような親切心からの誘いの気持ちは感じられない｡
2)センペ タイ｡ ソレガ ヨカ タイ｡(せんべいだよ｡ それがいいよ｡
中男｡運転手 さんが､そのほ しいものを言うところである｡)(藤原)
上の 2)でも､ タイはともにバイに置 き換 えができる｡この文脈で ｢セン
ペタイ｣を ｢センペバイ｣に換 えると ｢間違えるんじゃないよ｡ 買いたいの
は煎餅なんだよ｡｣ と念 を押す､ きつい感じが出る｡ 坂口 (前掲書)でバイは
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｢相手 に穏やかに教示する場合が多い｣と解説された感情 とは逆 になる｡後半
の ｢ソレガヨカタイ｣を ｢ソレガヨカバイ｣にすると､自己の好み､選択 を
明瞭に打ち出した感じにな り､｢ソレガヨカタイ｣のもつ ｢それが よさそうだ｣
を若干含んだ柔らかさが消えてしまう｡
坂口 (前掲書)の例文ではどうだろうか｡
3) ソガンコタ センチヤ ヨカタイ (そんなことはしなくてもいいさ)0
(坂口)





妻 :今度の新 しか部長さんにお歳暮ば贈 りましょうかね｡










バイを発話すれば､バイには ｢しな くて もいいよ｣といった穏やかさが含 ま
れ､それぞれのニュアンスも変わってくる｡
4)ワイガ シタケンタイ (お前が したからなんだ)｡ (坂口)
4)も状況を設定 してみよう｡ 二人をA､Bとしよう｡ AがBの嫌がるこ
とをして､BがAを蹴ったとしよう｡ きっとなったAにBが､｢ワイガ シタ







ったのを見て､ とめ男のCがAに ｢喧嘩はやめろ｡ ワイガシタケンバイ｡｣
と説得口調で言うのである｡ ここではバイが穏やかに説得しようというCの







｢私も知らない｣という情報 を伝達 しようとしているのに対 し､ここでタイを
使うと ｢あなたは私が知っていると思っていたか もしれないが､実は私も知
らないのですよ｡｣の気持 ちの表現になる｡
6)アシター アメバイ (明日は雨になりそうだ)｡ (坂口)
これは空模様 などを見て発話されるものである｡このバイは共通語訳より
やや確信の度合いが強く､｢明日はきっと雨になる｣という程度の気持 ちであ
る｡ 独 り言にも､他者に伝えるときにも使用できる｡ ここではバイが普通で
あるが､タイも使える｡タイではそれを耳 にする人にあなた も ｢そう思うで
しょう｣と多分に同意を求める気分が含 まれる｡ あるいは､明日雨が降った
ら不都合になる予定があって､｢残念ながら明日は雨にな りそうだ｣という気
持ちの表現にもなる｡ 後者の場合独 り言にも使用 される｡ ここで､タイとバ
イの間に､｢雨が降ること｣に対する確信の度合いに差は感 じられない｡
7)オイガ スツケン ヨカバイ (俺がするからいいよ)0 (坂口)
7)の文は相手が何か しようとしているとき､｢自分がするから､あなたは
しな くて もいいよ｣と相手を制するために発話 されるものである｡ このよう
な文脈でタイは通常使用しない｡




気持 ちの表現になる｡ その意味では､神都 (前掲書)､坂口 (前掲書)のタイ





はまだ明 らか とはいえない｡両者のニュアンスの違いを明確にする手がか り
は､両者の置 き換えができない文脈の中にあると考えられる｡ここで､置き


































される｡ この場合､情報と違 っていたという気持ちを表現する意図がな く､
単に自己の感想を述べるだけなら､｢難しかバイ｣でもよい｡
また､下に示す ように､聞き手の同意や共感を求める場合も排他的にタイ
が使用される｡ 共通語では ｢じゃない ?｣｢じゃないの｣｢じゃないか｣とい
った意味合いになる｡

















A:今度新しうで きたレス トランに行 ってきたばってん､料理は
あんまりうもうなかった (うまくなかった)バイ｡
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B:ふうん､そんなら行かんほうがよかね (行かないほうがいいね)｡













以上のことか ら､タイ､バイそれ自体 には本質的に冷淡 さや暖かみや穏や
かさといった感情は付帯していないことが分かる｡タイもバ イも時には冷た


















































































1)前田 ･鹿島 (1995)｢日本語教育における方言指導｣に発表 したもの｡
2)上掲 ｢日本語教育における方言指導｣に表化 して示 したが､あらためて出典を
明示すると以下のとお りである｡r月刊日本語 8月号J(1988)による調査､なら
びに､r方言と日本語教育J国立国語研究所 (1993)に発表された佐治圭三 (1988)､
川辺 ･滝尻 (1991)､備前 徹 (1991)､大塚 徹 (1992)の各調査結果による｡

























房､1991)の方言分布地図 b.173)の情報 と一致 している. しかし､長崎県島原
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